
 

 

単元名 

 植物（動物）の生活と種類  

 内容のまとまり 

 第１学年第２分野(1)いろいろな生物とその共通点  

 

１ 単元の目標 

 (1) 植物や動物の基本的なつくりについて，標本をつくったり，また被子植物と裸子植物，シダ植物などの特

徴や動物の外形的な特徴を調べたりして，その知識を身に付けている。（知識及び技能） 

 (2) 身近にある植物の花や葉，根のつくり，あるいは動物どうしの共通点や相違点を見いだし，外形的な特徴

を根拠に観点や基準を見いだして表現している。（思考力，判断力，表現力等） 

 (3) 身近な植物や動物のつくりに興味をもち，いろいろな植物や動物を観察し科学的に調べようとしている。

（学びに向かう力，人間性等） 

 

２ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度  

・いろいろな生物の共通点と相違

点に着目しながら，生物の観察，

生物の特徴と分類の仕方につい

ての基本的な概念や原理・法則

などを理解しているとともに，科

学的に探究するために必要な観

察，実験などに関する基本操作

や記録などの基本的な技能を身

に付けている。 

・生物の観察と分類の仕方につ

いての観察，実験などを通して，

いろいろな生物の共通点や相違

点を見いだすとともに，生物を分

類するための観点や基準を見い

だして表現しているなど，科学的

に探究している。 

・生物の観察と分類の仕方に関

する事物・現象に進んで関わり，

見通しをもったり振り返ったりす

るなど，科学的に探究しようとし

ている。 

 

３ 指導と評価の計画 

時間 ねらい・主たる学習活動 重点 記録 備考 

１ 

【YouTube による動画配信授業】 

〇本校の中庭に生えている植物を採

集し，花，葉，根のつくりを動画で観

察する。 

知  

・植物の体の共通点と相違点から

双子葉類，単子葉類，裸子植

物，シダ植物の特徴を見いだし，

理解している。 

２ 

【YouTube による動画配信授業】 

○本校の中庭の泉にいる生物，採集し

た植物や動物の特徴をもとに分類の

視点について考えをもつ。 

態  

・植物や動物の外形的な特徴から

共通点や相違点を見いだすこと

で，分類をしようとしている。 

３ 

【双方向オンライン授業】 

〇休校中の課題で出した植物の観察

記録について，前時の共通点と相違

点から分類を推定し，根拠をもってグ

ループ内で発表する。 

思  

・共通点や相違点をもとに，根拠を

もとにオンラインのグループ（ブレ

イクアウトルーム）で発表してい

る。 

４ 

【学校での授業】 

〇植物の分類について，基準となる共

通な特徴を見いだし，分類するため

の質問を考え，図として表現する。 

思 〇 

・それぞれの観察記録を使い，共

通点や相違点を話し合い，図に

表し発表している。［記述分析］ 
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４ １時間の授業例（第１時，第３時） 

○ 第１時【YouTube による動画配信授業】での画面例（キャプチャ画像） 

①本時のめあてを知る 

○動画は 10

分程度なの

で，その後の

時間にするべ

きことを事前，

事後で伝える 

④外形的な特徴を知る 

 

○つくりに注

目させる 

興味をもたせ

るように工夫 

②植物のからだのつくりについて,特徴を知る 

 

○観察の視点

を伝える 

⑤本時のまとめを行う 

 

○まとめの後，

再度するべき

ことを伝える  

③実際に植物を採集し，めあてに沿って調べる 

 

○外出を控

える時期だっ

たため，採集

のようすを映

像化 

 

 

○ 第３時【双方向オンライン授業】での画面例（キャプチャ画像）   

①本時のめあてを知り，課題を共有する 

 

○個人で考

え→ブレイク

アウトセッショ

ンで交流 

③セッションの結果を交流する 

 

○学習者が

積極的に挙

手発言する

姿がみられた 

②ブレイクアウトセッションのようす 

○セッション

は約５分。教

師が巡回し，

会話の様子

をみる 

④本時のまとめを行う 

 

○授業はお

よそ 25分 

 

 

○ 成果と課題 

・動画配信の授業では，学習者が途中で静止画にしてノートにスケッチしたり，観察したりすることで活用してい

た（事後アンケートより）。 

・遠隔授業におけるノート指導や，授業の進め方について，ＬＭＳの共有フォルダに見本を置くなどして対応した

が，個別具体の指導ができなかった。 

・遠隔授業における評価について，ノートの記述分析，テストによる評価となり，画面上では全員の行動を観察す

ることができない問題点がある。 


